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盗聴法・組織的犯罪対策法が成
立して、はや5か月が経とうとして
います。
私たちは、法案が成立したあの
夏の暑い日、怒りや悔しさを胸に
し、決してあきらめないことを誓
いました。そして、法案成立直後
から、反対運動のなかで培われて
きた共闘体制を維持し、盗聴法の
廃止に向けた闘いを発展させるた
めに、何度も話し合いを重ねてき
ました。その中から生まれたのが
この「盗聴法の廃止を求める署名
運動」だったのです。そして、昨
年11月26日、署名運動発足集会が
開かれ、正式に署名運動をスター
トさせました。
私たち「盗聴法の廃止を求める
署名実行委員会」では、実務体制
を整え、独自で署名運動を進めて
いくとともに、現在、連合・全労
連・全労協などの労働三団体やそ
の他多くの労働団体、市民運動団
体などに、ともにこの署名運動に

。取り組むことを呼びかけています
同時に、実行委員会として、民・
共・社とさきがけ・二院クラブ・
国民会議の三党三会派が共同歩調
をとって盗聴法廃案法を提出する
よう、働きかけています。
ひとりでも多くの方々が、この
運動に参加していただくことを心
より願っています。

●今後の取り組み
・ 盗聴法廃止署名実行委員会「

」 （ ）ニュース の発行 不定期
・署名提出行動
第一次、2月23日(水)
第二次、4月26日(水)
・1.26院内集会
（詳細④面参照）
・第1回 盗聴法廃止一斉街頭
署名行動 1月29日(土)
（詳細④面参照）
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ついに始動！

盗聴法の廃止へ向けた
幅広い市民のネットワーク

－自自公を止める”懲りない面々”

私たちはあきらめない!!－

この署名用紙が自自公を窮地に追い込む？
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11月26日、全水道会館において
「盗聴法の廃止を求める署名実行
委員会」主催による「盗聴法廃止
へ！ 署名運動発足集会」が開催
されました。この日の署名集会を
契機に運動が開始されたことが高
らかに宣言されました。

＊ ＊ ＊

集会はまず、ビデオ「盗聴法を
ゴミ箱へ 「盗聴法をゴミ箱へ─無」
法国会から見えてきたもの （発売」
中）の上映から始まりました。通
常国会の強行採決（未遂……私た
ちは認めない）シーンや、国会、
集会、デモ等々、この間の運動の
場面が次々に登場し、懐かしくも
あり、また新たな闘志をかきたて
られるものがありました。
次に通常国会で舌鋒鋭く自自公
追及に奮闘した参議院議員の福島
瑞穂さんが 「警察は700万円のＤ、
ＶＤを62台も購入すると言ってお
り、ものすごい記録が可能です。
警察はサイバーポリスをつくった
と言っているので、議員として視
察したいと強く要求しましたが、

」残念ながらまだ実現していません
「 盗聴法の具体的な廃止について（
も）法制局の人に聞いたら過半数
の賛成で大丈夫ですと言われまし
た。盗聴法廃止法案を出来るだけ
多くで出そうということで一緒に
がんばりたいと思います」と、力
強く決意を述べられました。

廃止運動四つの課題

この署名運動を最初に呼びかけ
た海渡雄一弁護士が登壇し、署名
運動の説明とともに「①署名をい
ろんなところで持ち込んで、警察
にこういう権限を与えたときの恐
ろしさを広く社会に示す。②施行

、規則や予算面での対応については
携帯電話の盗聴技術の問題など細
かい問題が出てくるので、有効な

。時期に有効な発言をしていきたい
③盗聴法の廃止を求める議員立法
を国会に出して自自公との間に見

えやすい争点をつくる。④警察の
活動をどうコントロール出来るの
かを考えていく必要がある。イギ
リスで、警察に対するオンブズマ

」ン監視機構が現実に機能している
といった、盗聴法廃止運動の四つ
の課題を提起しました。

決戦は第二ラウンドへ

作家の宮崎学さんは 「今第二ラ、
ウンドが始まった。次の選挙を見
越して立候補予定者へのアンケー
トを行うことを考えている。第三
ラウンドで小渕をノックアウトす
」 、る と宮崎さんらしい言葉で語り
またジャーナリストの寺沢有さん
は 「神奈川県警の連続不祥事はど、
こでも起きており、警察は組織的
な腐敗状況にある。警察をチェッ
クするところがなにもないことが
問題だ。マスコミに能力はまった
くない （都道府県の）公安委員会。
にも何の期待も出来ない。国家公
安委員会もチェック出来ないので
野放し状態。警察は裏金天国。身
近な警察こんなにおかしいという
のをなるべく多く集めて、国会で
ちゃんと質問しマスコミでとりあ
げてもいいのではないか」と、警
察の腐敗の実態を暴露しつつ、そ
れをチェックすることの重要さを
述べました。
ネットワーク反監視プロジェク
トの今井恭平さんからは 「盗聴捜、
査ＤＶＤ－ＲＡＭの導入の狙い」
と題した技術的な側面にウエイト

を置いたお話がありました。福島
議員の通常国会終了後の集中審議
の中でのＤＶＤ-ＲＡＭについての
質問を引用しながら、ＤＶＤ1台約
700万円という数字に疑問を投げか
け、警察の真の狙いがどこにある
のかを看破しました（詳細次頁参
照 。）

約100名の参加を得て開催された
この盗聴法廃止署名運動発足集会
は、久々に盛り上がりを見せまし
た。8月の国会内外の熱気未だ止ま
ずということが強く感じられた集
会でした。
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「第三ラウンドで

小渕をノックアウ

トする」と

宮崎学氏／左

「盗聴法廃止運動

で警察の暴走に歯

止めを」と

海渡雄二氏／右

多忙な中、福島瑞穂議員

もかけつけ、廃止へ向け

た決意を述べた。

右上／寺沢有氏は警察

の腐敗の実態を暴露

左上／「盗聴予算につ

いて、徹底的に国会で

も追及してほしい」と

今井恭平氏

下／秘書の田中信一郎

氏が中村敦夫議員のメ

ッセージを代読

1999.11.26／東京・水道橋 全水道会館

「盗聴法廃止へ！署名運動発足集会」開催
神奈川県警不祥事、盗聴法予算請求・・・

各方面から様々な問題提起
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盗聴法関連予算について質問さ
れています。警察庁は平成12年度
の予算概算要求の中で、盗聴用の
記録装置として４億6200万円を要
求しています。これは62式という
ことで、単純に考えて１台745万円
の記録用装置を買うと聞いており
ます。
これについて、10月26日の参院
決算委員会で 福島瑞穂さんが こ、 「
れはどういう中身の記録装置なん
でしょうか」という質問をされて
います。政府側は「記録装置の機
能の概要としましては、傍受した
電話音声を記録する機能をはじめ
ＦＡＸ信号に対応する機能、その
他通信傍受法に沿った傍受作業が
可能になる」と答えています。こ
の1台約700万円と言っているもの
がどういう装置かというと、どう
もDVD-RAMというものを内蔵した装
置らしいということが明らかにな
ってきました。

盗聴法の目的は市民に対する
総監視体制の確立

DVDは非常に容量の大きな記録媒
体ですが、問題なのは、その大容
量よりも音声データがデジタルで
記録されるということです。つま
り、あるキーワードで検索をする
とか、データベース化するとか、
あるいは非常に断片的な情報を拾
い集めて全体的に意味のある情報
を組み立てていくとか、そういう
コンピュータに非常になじみやす
いデータとして蓄積されてしまう
んです。
盗聴法の法案が審議されている
過程では、DVDのＤの字も出てきた
ことはなく、電話盗聴はカセット
テープでの記録を前提にして話さ
れてます。ところが、実際に盗聴
法の施行となるとデジタルなんで
す。盗聴法の目的というのは、犯
罪捜査のための盗聴などではない
んです。文字通り大量のデータを
地引き網のように何でもかんでも
聞いてしまって、それを後から検
索したり並べ換えたり、例えば声
紋で特定の個人を特定した上でデ
ータベース化するとか、こうした
電子的な国民に対する総監視体制
以外の何ものでもないんです。

導入説明書から見えてくる嘘

ここに警察庁が出した導入説明
書というものがあるんです。警察
がこれで何をしようとしているか
ある程度分かります 「通話が開始。

、 、されたこと 通話中であるか否か
通話が終了したことを認識出来る
こと。それから同一の機械におい
て自動的に一定の時間間隔で傍受
と中断を繰り返すような設定に出
来ること 。これは法案審議の過程」
で言ってたこととまるっきり違う
んじゃないですか。法案審議の過
程では、電話盗聴というのは、捜
査員が実際に電話から聞いて、犯
罪関係に該当するときにはスイッ
チを入れて録音する、関係ないと
思ったら切るという説明をずっと
してたと思うんです。スポット盗
聴とか、該当性判断のための盗聴

。 、とか言ってましたよね ところが
これは機械の機能、スペックとし
て警察が業者に要求していること
なんです。人間がやることじゃな
いんです。機械がやることなんで
す。つまり、これは言っていたこ
ととまるきり違って完全自動盗聴
です。おそらく電話がかかってき
たら録音開始する。電話が切れた
らやめるんでしょうね。つまり会
話は電話がかかっている間すべて
聞くというスペックだとしかこれ

。は判断出来ない内容だと思います

恐るべきハイテク盗聴計画

この導入説明書を見ても、約700
万円ぐらいかかるスペックは何も
ないんです。DVDの装置自体はどん
なに高く見積もっても10万とか20
万です。要求されているスペック
で書いているんですけども 「ＦＡ、
Ｘ信号から元の画像を正確に復元
し画面表示および印字が出来るこ
と 。これはただのＦＡＸじゃない」
ですか。それから傍受した電信メ
ールについて 「複製の作成、内容、
の画面表示、印字および消去が出
来ること 。こんなことが出来ない」
パソコンなんてあるでしょうか。
要するに10万円以下の安いパソコ
ン1台とＦＡＸ1台あれば出来るこ
となんです。
やはり福島さんが質問をなさっ

ています 「長時間録音された会話。
の中から捜査に必要と思われる単
語や人物の声を検索するための音
声認識システム、そんなことは可
能なんでしょうか」と。それに対
して政府は「そういうことは不可
能であろうと思っています」と答
えてます。これはこの答弁者のま
ったくの認識不足か嘘のどっちか
ですね。こういうことはまったく
可能です。つまり盗聴したテープ
の中から音声認識技術を使って特
定の声紋を識別してある人間の声
だけを拾いだすというようなこと
は簡単に現在のコンピュータ技術
で出来ます。それからキーワード
検索ということに関しては、音声
データをテキストデータ、文字の
データにしてしまえば、これは検
索なんていうことは朝飯前なわけ
です。したがって福島さんがここ
でお聞きになっていることは、ま
ったく可能であろうと思います。
「要するに必要なものをキャッチ
して必要なものを記録し不必要な
ものは消去する」とも答弁してい
る。これはまさに検索機能のこと
じゃないでしょうか。つまり現在
導入されようとしている盗聴装置
というのは、盗聴を自動化し電話
盗聴においてもそれをすべてデジ
タルデータとして蓄積し、音声認
識技術や検索技術や等々の技術を
使ってそれをデータベース化して
いく。このための予算としか到底
考えられないと思います。
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「DVD-RAM」とは？

ＤＶＤとはデジタル記録媒体で、デ
ジタル・ビデオ・ディスクの略。また
はデジタル・バーサタイル・ディスク

。 、ともいう 最近では映画ソフトのほか
カーナビソフトなどへも利用が広がっ
ている。また、パソコンの上位機種で
は標準装備するようにもなってきてい
る 現在の標準フォーマットでは片面2.。
6ギガ、両面で5.2ギガバイト（フロッ
ピーディスク約3700枚分）の容量。電
話の会話を記録する場合、普通のアナ
ログ電話では、おおよそ1500時間、62
日間が録音可能。

盗聴用記録装置－ＤＶＤ－ＲＡＭ導入の狙い

（ 集会今井恭平氏講演より）その機能から見えてくるもの 11.26
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■「盗聴法の廃止を求める
市民団体共同声明」に全国
約200団体が賛同

盗聴法に反対する市民連絡会で
は、盗聴法の成立直後から、その
廃止を求める「全国市民団体共同
声明」に取り組んできました。
1月10日現在、賛同団体数は全国
199団体。共同購入会から反原発グ
ループまで、様々な市民団体が賛
同を寄せています。
第三次集約は1月末。今後は、声
明と賛同団体名を印刷した用紙を
ビラとして、賛同団体の協力を得
て、全国の街頭で、集会で配布し
ていく方針です。
まだご賛同頂いていない団体は
ぜひご賛同下さい。すでに賛同頂
いた団体の方は、関係する団体へ
お声をかけて頂くとともに、賛同
団体一覧を載せたビラの配布へご
協力下さい。
盗聴法に（組織的犯罪対策法）反
対する市民連絡会
連絡先 日本消費者連盟

■警察にフリーハンド－－
省庁交渉で明らかに

盗聴法の施行の来年の8月にむけ
て関係省庁が準備をはじめていま
す。
この間、盗聴法反対実行委員会
では、関係省庁への要請行動を行
ってきました。そこで明らかにな
ったことは、盗聴法の施行にあた
って、捜査機関全体を包括する法

。令・政令はつくられないことです
盗聴法についてできる法令は令
状を発付する裁判所のために最高
裁規則がつくられますが 、法務省
によればこれ以外の捜査機関の運
用については、各捜査機関がそれ
ぞれつくるということです。警察
は、国家公安委員会規則で定める
とされています。つまり、法の運
用はすべて警察まかせ、フリーハ
ンドが与えられてしまうことが改
めて明らかになりました。
以上のことから、今後もあくま
で盗聴法廃止を求める立場から監
視を強め、乱用を許さない取り組
みが一層重要となると考えていま

す。
盗聴法反対実行委員会
連絡先 日本国民救援会

■警察問題、盗聴法･組対法
などで集会開催

2月13日（日） 12時～
場所 代々木八幡区民公民館
講師 荻野富士夫
（小樽商科大学教授）

参加費 当日 600円
前売り 500円

破防法・組対法に反対する共同行 動
連絡先 日本基督教団社会委員会

■「盗聴法と警察の信頼性
に関する質問主意書」を提
出

中村敦夫参議院議員が、12月15
日「盗聴法と警察の信頼性に関す
る質問主意書」を提出しました。
盗聴法審議の際、緒方宅盗聴事
件などを例にとって、警察の信頼

、性を追求する野党議員などに対し
政府・与党は警察の信頼性が法案

。成立の前提であると強調しました
しかし、最近の神奈川県警不祥
事事件などにより、盗聴法の前提
となる「信頼性」が崩れているの

。 、は明白です この質問主意書では
この点に関し、政府の見解をただ
しています。
中村敦夫事務所

■「保坂展人衆議院議員の
電話盗聴事件に関する質問
主意書」を提出

福島瑞穂参議院議員は、12月15
日 「保坂展人衆議院議員の電話盗、
聴事件に関する質問主意書」を内
閣へ提出しました。
盗聴法審議中に起きた不気味な
この事件に対し 「真実を知ること、

」 、が国会議員の責務である として
現在の捜査状況や真実につき、ど

、 、のように把握しているのか また
今後の予防策としてどのような対
策を考えているか政府に質問して
います。
福島瑞穂事務所
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盗聴法をめぐる動き

署名実行委員会
今後の行動

■1.26院内集会

盗聴法に反対する超党派の国会
議員とともに、国会へ集まろう！
もちろん、一般の参加もＯＫ！

1月26日 13時～３時
場所 参議員会館第一会議室
内容 ・ビデオ「盗聴法はゴミ箱

へ」上映
・DVD-RAM学習会
講師／小倉
・盗聴法廃案へ打ち合わせ

■第1回 盗聴法廃止一
斉街頭署名行動

街頭へ繰り出して、盗聴法廃止
を訴えよう！ 飛び入り、コスプ
レ、パフォーマンス大歓迎!!

1月29日 13時～
場所 有楽町マリオン前で

ぜひご参加下さい

「 」■ビデオ 盗聴法はゴミ箱へ
発売開始！

盗聴法をめぐる国会審議の生々しい場

面、反対運動の貴重な記録がビデオにな

。 、りました 日比谷野音の盗聴法反対集会

国会での緊迫した場面、市民団体の反対

。 、運動などが映像化されています 学習会

。 、集会に是非ご活用ください 定価2500円

送料390円です。

お申込
ビデオプレス

FAX03-3530-8578

盗聴法に反対する市民連絡

FAX03-3715-9378
※必ず送り先、本数を明記のこと


